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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日時：令和5年9月6日(水) 11:00～12:15 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　                              日時：令和５年10月31日(火)14:00～16:20
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場所：レンブラントホテル大分 2階 久住の間　　　　　　　　　　　　　　　　　　                              場所：レンブラントホテル大分 2階 久住の間

№ 項目 発言要旨 県の考え方
1 安心１

（２）

防災

・大規模災害に備え、企業との連携を強化してはどうか。具体的には、備蓄物資や救
　援車両、救助道具等の貸与・供与の仕組みをつくってはどうか。

・主な取組①に記載
「実践的な防災訓練等を通じた市
　町村や消防、自衛隊、事業者な
　ど関係団体との連携強化」

2 安心１
（２）

防災

・私たち県民は、県と協定を締結している企業から電源等を直接借りることができる
　のか。医療的ケア児のご家族は、災害時の電源確保に不安を持っている。
・また、県民は、災害時の県と企業との協定によってどのような支援を受けられるの
　かなど、その内容を十分に知っているのか。

・主な取組②に記載
「非常用電源の整備など福祉避難
　所の充実を図る市町村への支援」
・協定の内容については、県民に
　伝わるよう周知に努める。

3 安心１
（２）

防災

・福祉避難所の環境整備、これはぜひ取組に入れてほしい。医療的ケア児や障がい者
　など様々な弱い立場の人たちのことを考えると、一般の避難所とは分けた形で、福
　祉避難所をしっかり整備してもらいたい。

・主な取組②に記載
「非常用電源の整備など福祉避難
　所の充実を図る市町村への支援」

4 安心１
（３）

防災

・災害時要配慮者への支援は重要。地域や商店街、ホテル事業者等が行う避難訓練に
　は、要配慮者への支援を重要な要素として組み入れてもらいたい。
・また、市町村から提供される要配慮者の身体状況等の情報が古く、実際は本人の状
　態が悪化していることがある。定期的に更新し、地域の防災活動団体等の支援者と
　共有することで避難の実効性を上げていかなければならない。

・主な取組②に記載
「高齢者や障がい者等の個別避難
　計画の作成促進、自主防災組織
　等と連携した支援体制づくりの
　推進」

5 安心１
（３）

防災

・「人的被害ゼロ」の実現は大変難しいだろうが、旗振り役を県が担い、県民がここ
　を目指してやっていく。ゴールが明確で素晴らしいと思う。
・これまで「共助」というと、地域、自治会を中心に考えてきたところがあるが、高
　齢化や自治会加入率の低下により、地域によっては共助の体制づくりが難しくなっ
　ている。仕事をしている人にとっては、職場が共助の場になることもある。地域だ
　けに目線を限定せず、実情に応じた共助のあり方を考え、支援する必要がある。

・主な取組①に記載
「地域、学校及び事業所単位等で
　の防災研修やタイムライン（避
　難行動計画）の普及を通じた早
　期避難の促進」

6 安心１
（４）

感染症

・「感染症流行への備え」の10年後の目指す姿やそれを実現するための取組等は、記
　載のとおりでよいと思う。県医師会も行政と一緒になって動いているところ。

・10年後の目指す姿を実現できる
　よう主な取組を体系的に整理

7 安心２
（１）
地球

温暖化

・現状と課題の４つ目に「電気自動車の導入促進」とあるが、電気自動車だけだろう
　かと違和感を感じている。水素自動車等も考えられることから「CO2排出を抑制し

　た自動車」といった記載にしてはどうか。

・現状と課題を修正
「電動車の導入促進や公共交通へ
　の転換等の排出削減策が求めら
　れています」
・主な取組①に記載
「公共交通のＥＶシフトや充電ス
　テーションの拡充などによる電
　動車の普及促進」

8 安心２
（２）

循環型
社会

・現状と課題の６つ目に関連して、温泉地の河川水質は環境基準を満たしていない。
　特例として見逃されている現状。こうした状態が続くのであれば、10年後に美しく
　豊かな水環境が維持されているとは考えにくい。水産業や観光産業にも打撃を与え
　る懸念がある。この問題には前向きに取り組んでもらいたい。解決には、温泉科学、
　環境、経済など分野横断的思考が必要で、ｵｰﾙﾗｳﾝﾄﾞな人材の育成が求められる。

・安心２（４）主な取組①に記載
「環境教育アドバイザーなど環境
　教育・啓発を担う人材の育成」

9 安心３
（１）

子育て

・「共働き」をするなら「共育て」もしなくてはならない。現状と課題６つ目に「夫
　が子育てを手伝う」という言葉があるが、10年後には「手伝う」という感覚そのも
　のがなくなっていなければならないと思う。男性の意識改革にしっかり力を入れて
　ほしいし、職場の子育てへの理解促進も大事
・そうした中で、母親を中心にした現在の子育て支援策は、ファミリー支援へシフト
　させ、父親の当事者性を高めながら、父親支援を充実させていく必要がある。

・主な取組③に記載
「初めて父親になる男性向けの家
　事・育児講座等の開催」
「子育てを積極的に行う父親を中
　心としたコミュニティづくり」
「男性の子育てへの企業・団体の
　理解促進と職場環境づくり支援」

10 安心３
（１）

子育て

・子育て支援施設は土日祝日に開所していないところが多い。働く保護者を応援する
　ため、土日祝日に開所していて、子育て支援サービスを利用できる場所を増やして
　ほしい。

・主な取組①に記載
「放課後児童クラブの受入児童数
　の拡大と利用時間延長など多様
　なニーズへの対応」
「ファミリー・サポート・センター、
　訪問型子育て支援（ホームスタ
　ート、愛育班）、地域子育て支
　援拠点、こども食堂等の充実」

11 安心３
（１）

子育て

・10年後に親になる高校生たちが最も力を入れてほしいと考えているのは「こども子
　育て支援」とのアンケート結果の紹介があった。この期待に応えなければならない。

・子育て満足度日本一を目指し、
　各施策に取り組む。
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12 安心３

（１）

子育て

・「目指す姿」に書かれていることは、いずれも実現されるべきと思っている。
・保育事業者としてもぜひ多様なニーズに応えていきたいが、現状でも人材不足が顕
　著。保育士等になる人材が減っており、それをどう解決していくのかが課題。保育
　士等の多様な働き方を実現する中で、人材確保ができればと考えている。
・また、10年後に大人になるこどもたちの「育ち」を支える幼児教育・保育の質の向
　上にもしっかり取り組まなければならない。

・主な取組①に記載
「処遇改善や修学資金貸付等によ
　る保育士等の確保」
「幼児教育・保育現場のＩＣＴ活
　用や保育補助者等の配置促進な
　ど働き方改革の推進」
「幼児教育センターによる幼児教
　育・保育人材の育成」

13 安心３
（１）

子育て

・こどもが病気になったときには、父親・母親関係なく仕事を休んだり早退したり、
　勤務後の夜間でなく昼間のうちに病院に連れて行けるような企業の理解、環境整備
　が必要

・主な取組③に記載
「育児休業や育児短時間勤務、看
　護休暇を取得しやすい職場環境
　づくりの促進」

14 安心３
（１）

子育て

・「こどもまんなか社会」を考えるのであれば、高校生までの医療費無償化や
　予防接種費補助などについて、県内のどこに住んでいても同じ支援を受けられるよ
　うにする必要があると思う。

・主な取組②に記載
「こども医療費助成や保育料減免
　などの経済的支援の充実」

15 安心３
（４）

児童
虐待

・児童虐待の相談件数や事案の発生件数が増えている中で、対応する人員と施設が足
　りていないと感じている。一時保護しようにも定員が一杯といったことが現に起き
　ている。人員と施設の両面を強化しなければならない。

・主な取組②に記載
「増加を続ける虐待相談に確実に
　対応するための児童相談所の人
　材確保」
「職員の専門性向上に向けた研修
　の充実や精神科医師に随時相談
　できる体制づくり、一時保護所
　の拡張など児童相談所の対応力
　強化」

16 安心３
（４）

児童
虐待

・児童相談所は、基本的には通報や相談を受けてから動き出すことになるため、こど
　もをよく見ている学校等との連携は今後も密にしていくべき。意見交換や情報交換
　が率直にできる場を増やすなど、よりスムーズな連携関係を構築しておいてもらい
　たい。

・主な取組②に記載
「市町村要保護児童対策地域協議
　会を中心とした要保護児童の見
　守り強化」

17 安心３
（４）

児童
虐待

・保護したこどもを里親に委託し、より家庭環境に近いところでケアしていくことは
　大変重要だが、一方で、被虐待児を親元に戻せるような「親教育」も必要ではない
　か。虐待未然防止の観点では、次代の親となる若い世代への啓発も必要だと思う。

・主な取組④に記載
「児童相談所による親子関係支援
　プログラムの実施など、児童養
　護施設等へ措置されたこどもが
　安心して家庭に戻るための取組
　の推進」

18 安心４
（２）

医療

・今後は85歳以上の方が増加し、多死社会を迎える。人生会議やＡＣＰ※の普及も必要。
　共生社会の観点では、高齢者の尊厳を重視し、「最期まで自分らしく生きることが
　できる大分県」を目指す考え方もあってよいと思う。

  ※人生会議、ＡＣＰ(Advance Care Planning)
　  将来の変化に備え、将来の医療及びケアについて、本人を主体に、家族や近しい
　　人、医療・ケアチームが繰り返し話し合い、本人の意思決定を支援する取組

・主な取組①に記載
「人生の最終段階における本人の
　希望に沿った医療・ケアの提供、
　人生会議の普及・啓発」

19 安心４
（２）

医療

・地域医療構想が進む中で、かかりつけ医と看取りも含む在宅医療は今後ますます重
　要視されると思う。行政と医師会がしっかり連携して体制を整えていく必要がある。

・主な取組①に記載
「医療・介護に携わる多職種連携
　による在宅医療提供体制の充実」

20 安心４
（２）

医療

・医療ＤＸについて、災害救急医療の情報連携は県全体で一つにまとめる必要がある
　と思っているのでぜひ検討してもらいたい。

・主な取組①に記載
「地域医療情報ネットワークと国
　が創設を進める「全国医療情報
　プラットフォーム」との連携、
　オンライン診療などを活用した
　診断・治療支援」

21 安心４
（２）
（３）

医療
介護

・県民意識調査では、県行政に期待することの１位が「高齢者福祉の充実」で、高校
　生アンケートでは、就職したい業種の１位が「医療・福祉関係」となっており、こ
　れらをしっかりマッチングしていく必要がある。

・施策（２）主な取組②に記載
「県認証制度「大分ホスピレート」
　などによる医療機関の働き方改
　革の推進」
・施策（３）主な取組②に記載
「処遇改善等による若者や潜在的
　有資格者など幅広い人材の参入
　促進」
「働きやすくやりがいのある介護
　事業者の認証による介護の仕事
　の魅力発信」

22 安心４
（２）
（３）

医療
介護

・医療・介護の職業に就く人には、ワクワクしたり笑顔になってもらいたい。ＩＣＴ
　やＤＸを活用して、利用者・職員の双方にやさしい環境が構築できれば、より魅力
　的な職業になると思う。

・施策（３）主な取組②に記載
「ノーリフティングケアの普及促
　進、介護ロボットの導入、ＩＣＴ
　を活用した業務効率化等による
　介護ＤＸの推進」
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№ 項目 発言要旨 県の考え方
23 安心４

（２）
（３）

医療
介護

・県内には「うすき石仏ねっと」のように、医療・介護・保健情報を関係機関で共有
　する取組がある。こうした取組を県域で一元化し、介護ＤＸや医療ＤＸと一緒に複
　合的に使えるようになれば、より便利になると思う。

・施策（２）主な取組①に記載
「地域医療情報ネットワークと国
　が創設を進める「全国医療情報
　プラットフォーム」との連携、
　オンライン診療などを活用した
　診断・治療支援」

24 安心４
（３）

介護

・日本の介護は20年の長い歴史に支えられており、海外から見て魅力的な技術を持っ
　ている。その中でも大分県は「ふくふく認証制度」により、事業者が質の高い介護
　に取り組むことを後押ししている。質の高い介護を外国人も日本人も一緒になって
　行うことをアピールできれば、国内外から見たときの大分の魅力になるし、なによ
　り「高齢者の安心の暮らし」につなげることができる。

・主な取組②に記載
「外国人介護人材の受入れ拡大と
　定着促進」

25 安心５
（２）

障がい
者

・医療的ケア児の当事者団体と協働して交流会などの事業を実施している。医療的ケ
　ア児は140人ほどと、数は少ないとは言え、個々に様々なニーズがある。医療的ケ
　ア児と介護者、行政、ＮＰＯなどの中間支援団体が協力し合って支援等を考えるな
　ど、医療的ケア児と直接つながる仕組みがあればよいと思う。

・主な取組②に記載
「県医療的ケア児支援センターに
　よる相談・支援等の充実」

26 安心６
（１）

人権

・人権侵犯事件の総数は減少傾向にある一方で、部落差別に関する人権侵犯は増加し
　ている。配偶者暴力の相談件数も増えている。人権問題は、どれが重要でどれが重
　要でないという差はないが、県民意識を把握し、重点的に取り組む点を明らかにし
　ながら、施策を実行していくのがよいと考えている。

・人権に関する県民意識調査の結
　果を踏まえ、各取組を推進する。

27 安心６
（３）

ＮＰＯ

・ＮＰＯ活動の特長は、対象者の少ない様々な課題に対応する「多様性」、まだ社会
　に知られていない課題に対応する「新規性」にある。このため、必然的に運営は非
　効率になり、資金・人材不足という組織上の課題を持っている。
・行政が新しい制度を設計する際は、計画立案の段階からＮＰＯと協働するなど、Ｎ
　ＰＯの持つ多様性や新規性を活かせるよう連携強化を図ってほしい。

・主な取組②に記載
「ＮＰＯの自立的活動基盤の強化」
・主な取組①に記載
「行政との協働推進のための組
　織・機能の充実、研修の拡充」

28 安心６
（３）

ＮＰＯ

・10年後の目指す姿について、①にあるように「ＮＰＯ等の活動により地域課題が解
　決されている」のであれば、もはやＮＰＯの存在意義は失われてしまっている。そ
　の場合、②の「ＮＰＯの自立的活動基盤の強化」は不要で、ＮＰＯは解散すればよ
　い。これは素晴らしい未来だが、10年後にどういう姿に持っていくのか、書き方の
　問題だと思うので工夫してほしい。

・目指す姿を修正
「ＮＰＯ（ＮＰＯ法人やボランティ
　ア団体等）と企業など多様な主
　体との連携・協働により、地域
　課題を適切に解決できる体制が
　できている」

29 安心７
（１）

治安

・特殊詐欺や強盗、不法投棄、性犯罪などの取締りに今も取り組んでいること、今後
　もその取組を強化していくことはよく理解できる。しかしながら、犯罪はなくなら
　ず、繰り返されており、必ずしも県民の安心につながっていないところもある。
・県民の安心感を高めるために、二度と犯罪を繰り返させないための「再犯防止対策
　の見える化」を進めたり、分かりやすく「加害者ゼロ」を姿に掲げるなど、少し踏
　み込んだ取組も必要ではないだろうか。

・主な取組②に記載
「国や関係機関等と連携した再犯
　防止対策の強化」
・「加害者ゼロ」は、現実的でな
　いため、目指す姿には記載しな
　いが、刑法犯認知件数を減少さ
　せ続けることを目指し、各取組
　を推進する。

30 安心７
（１）

治安

・治安の維持には、警察はもとより、県民や関係機関・団体との連携が重要。街頭防
　犯カメラの設置や青色防犯パトロール等の活動強化を今後もお願いしたい。

・主な取組①に記載
「地域住民や企業、団体等と連携
　した防犯活動の推進」
「街頭防犯カメラの設置促進など
　地域の情勢に即した効果的な犯
　罪防止・検挙活動の推進」

31 安心７
（１）

交通

・交通事故防止の最も大切な点は、交通社会に参加する全員が交通ルールを守り、正
　しい交通マナーを実践すること。県民一人一人の交通安全意識のレベルをいかに高
　めるかが大変重要。これまでも地道に様々な取組をやってきているが、他に何かい
　いやり方がないか、今後の検討課題だと考えている。

・主な取組②に記載
「交通ルール遵守と交通マナー向
　上を図るための広報啓発・交通
　安全教育等の推進」

32 安心７
（３）

食の
安全

・消費者である県民の皆さんの食に関する正しい理解が不足していると感じている。
　また、それを習得する機会も不足している。そのため、消費者が表示をきちんと読
　み解いて商品を選択しているとか、消費者が監視しているといったことを、事業者
　側が実感していない、実感できていないといった現状がある。今後は、食品表示や
　食品衛生を知る機会をより多くの方に提供する取組を進めていく必要がある。

・主な取組①に記載
「消費者への食品衛生・食品表示
　に関する正しい情報の提供、リ
　スクコミュニケーションの実施」
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№ 項目 発言要旨 県の考え方
1 元気１

（１）

農業

・最近、農業に興味を持つ若い人が増えている。アルバイトではなく正社員としての
　就農を希望する若い人も増えている。
・若い就農者はドローンにとても興味を持つ。ドローン講習をどんどん受けてもらう
　など、農業の機械化を積極的に進めていきたい。
・高齢農家も若者をスムーズに受け入れてくれる。若い人が働きやすい環境が整って
　きている。農業がもっと儲かる産業になるよう、機械化を更に進め、10年後は「き
　つくない」「汚くない」農業の実現を目指したい。

・目指す姿を修正
「スマート技術の導入による効率
　化などにより、多様な人材が就
　農しやすい環境が整備され、若
　者や企業など力強い経営体が県
　農業を牽引している」
・主な取組①に記載
「スマート技術等の早期実装など
　省人化や生産性向上につながる
　取組の強化」

2 元気１
（２）

林業

・山林所有者の立場からも、伐る・植える・育てるという循環型林業を行えることが
　理想。林業そのものの発展に加えて、環境保全にも貢献できる山林を育てていくこ
　とで「循環型林業の確立」という10年後の目指す姿に近づけていきたい。

・主な取組①に記載
「山元が潤う高効率・低コスト生
　産体制の確立」
・主な取組②に記載
「伐って・使って・植えて・育て
　る林業の着実な推進」
・未来創造３（１）主な取組②に
　記載
「吸収源対策の強化」

3 元気１
（２）

林業

・林業は、行政と林業事業体、個人の山林所有者などが連携を図ることで、新たな付
　加価値を生み出せる産業になり得ると思っている。

・未来創造３（１）主な取組③に
　記載
「Ｊ－クレジット制度の普及・啓
　発、登録に係る費用助成、金融
　機関等と連携したｸﾚｼﾞｯﾄ創出者
　と購入者のﾏｯﾁﾝｸﾞ支援」

4 元気１
（２）

林業

・林業に関わる仕事がしてみたいという若者が少しでも増え、そのチャレンジを手助
　けできるような大分の林業をつくっていきたい。

・目指す姿に記載
「素材生産や再造林・保育作業、
　椎茸生産等の各分野で生産性が
　高まり、地域を牽引する人材や
　経営体が活躍できている」

5 元気１
（３）

水産業

・学校給食を通じて魚食普及を進めてほしい。家庭で魚を食べることが減ってきた中
　で、給食でハモを食べたこどもからその美味しさを聞いた親御さんが「どこで買え
　るのか」と問い合わせてきたことがあった。

・主な取組③に記載
「学校給食への利用促進や県内飲
　食店等と連携した旬のＰＲなど
　海づくり大会を契機とした更な
　る魚食推進」

6 元気１
（３）

水産業

・県内の旅館・ホテルでの県産魚の利用が少ないと感じている。県外に出張すると大
　分の魚は美味しいといつも言われる。観光協会とタッグを組ませてもらって、県産
　魚の消費拡大に取り組んでいけたらと思っている。

・主な取組③に記載
「学校給食への利用促進や県内飲
　食店等と連携した旬のＰＲなど
　海づくり大会を契機とした更な
　る魚食推進」

7 元気２
（１）

事業承継

・私も２年前に事業を承継したが、大分県のアトツギ支援は全国的にも手厚いと感じ
　ている。支援のおかげもあり、継いだ家業を上手く展開することができた。
・他県では、地方銀行とタッグを組んで支援をしている例もある。事業を承継した企
　業が、新たなチャレンジを考案する先には、資金調達をはじめ事業化に向けた様々
　な準備が必要。そうした部分をサポートしていただくためにも、地方銀行と連携し
　たアトツギ支援の取組は有効と考える。

・主な取組②に記載
「国等が行うアトツギ支援施策の
　活用や関係機関との連携」

8 元気２
（１）

事業承継
ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟ

・企業経営は、従業員があって成り立つものであり、我々企業は、従業員に働くこと
　の大切さを感じてもらいながら、利益を出し、納税していく義務を負っている。そ
　ういった正しい企業経営の根幹というものをしっかり理解した上で、事業承継の会
　社もスタートアップ企業も大分県の経済活性化に貢献していければと思っている。

・主な取組①に記載
「持続的な成長を通じて地域の雇
　用や産業活力を生み出し、県経
　済をリードする地域牽引企業の
　創出や中堅企業の支援」

9 元気２
（２）

ものづくり
産業

・企業の稼ぐ力を高めるためにも、競争力のあるコアな技術開発への支援を進めてほ
　しい。具体的には、
　　①産業科学技術センターや県内大学等研究機関、企業による共同研究
　　②県内企業の技術の持ち寄りによって製品開発が進むような仕組みづくり
　　③県内企業の特許出願・取得
　への支援をお願いしたい。

・主な取組①に記載
「大学や国の研究機関等と連携し
　た研究開発成果の県内企業への
　展開」
「企業の保有技術やデータの多様
　なニーズへ適応・深化させる技
　術価値の向上支援」
「県内中小企業の知的財産取得・
　活用に向けた取組の支援」
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№ 項目 発言要旨 県の考え方
10 元気３

（１）

観光

・観光では、別府・湯布院集中型から県内回遊型への促進が必要
・そのためには、①別府市と松山市の観光交流都市協定のような周遊を促す取組の全
　県拡大、②ＡＰＵのサステイナビリティ観光学部との積極的な連携、③県立総合文
　化センターを中心とした県内各地のホールとの連携強化等により、大分の魅力を国
　内外に発信していくことが有効と考える。

・主な取組①に記載
「県内周遊の促進に向けた別府、
　湯布院に次ぐ誘客拠点の創出と
　空港や駅から観光地までのアク
　セス向上を含めた商品造成」

11 元気３
（１）

観光

・海外の国々は、実は九州のことをあまり知らない。その中に大分県があるという意
　識が必要。まずは、九州各県とともに九州を世界にアピールしていくことが重要だ
　と考えている。

・主な取組②に記載
「九州、瀬戸内等の自治体やＤＭ
　Ｏ等と連携した広域観光周遊ル
　ートの確立」

12 元気３
（１）

観光

・地域の価値のあるものを発掘し、ＤＸを活用して国内外に発信していくことも大事
　だと思う。

・主な取組①に記載
「デジタルマーケティングやビッ
　クデータを活用した効果的なプ
　ロモーションの実施」

13 元気３
（２）

観光

・観光の10年後の目指す姿は私のイメージと同じ。少し具体的な言葉にすると、暮ら
　している人が見える観光、安全な食やエネルギーなど循環を意識した観光、地に足
　のついた目の前の人を大切にするような観光は、海外にも魅力が伝わると思う。

・目指す姿に記載
「地域の文化・環境保全と観光振
　興が両立し、地域住民と観光客
　双方にとって満足度の高い観光
　地域づくりが進んでいる」
「県民一人ひとりにおもてなしの
　心が根付いており、年齢や性別
　障がいの有無、言語の違いにか
　かわらず、誰もが快適な旅行を
　楽しめる環境が観光客を魅了し
　ている」

14 元気３
（２）

観光

・空港から観光地などへのアクセスの便利さは当然大事だが、一方で、観光地に着い
　た先ではあえて多少の不便さを残しておくのも面白いと思う。例えば、車で簡単に
　行くのではなくてシェアサイクルを置いてちょっと不便にしておく、道路もそんな
　に大きくつくらないとか。そうしたことが人と人を巡り合わせ、交流人口が深まっ
　ていくことに繋がると考えている。

・主な取組①に記載
「おんせん県ならではの地域資源
　を活かした滞在型観光の推進」

15 元気３
（２）

観光

・統計では2030年には世界の人口の22億人、４人に１人がムスリムになる。私自身
  もムスリムのこどもたちが食べ物とかお祈りをする場所を気にする声をよく身近
　で聞くようになった。ムスリムフレンドリーな配慮があると、世界の４人に１人
　が来やすい場所として大分県が選ばれることになるのではないか。

・主な取組②に記載
「誰もが快適に観光できる環境整
　備」

16 元気４
（１）

海外
展開

・海外展開のウイングを欧米に拡げていくには、国際基準認証の取得を県が伴走型で
　支援することが重要。競争力向上のためにはHACCPやCEマーク、ハラルなどの認証
　取得が必要になってくる。

・主な取組①に記載
「国・地域別のバイヤー商談会や
　テストマーケティング、海外展
　開経費への助成等、企業の海外
　展開の段階に応じたワンストッ
　プ支援

17 元気４
（１）

海外
展開

・貿易関係の書類やビジネスレターの作成が煩雑という企業の声もある。代行業者を
　紹介できるネットワークがあれば、より海外に挑戦しやすくなるのではないか。

・主な取組②に記載
「ジェトロや中小企業基盤整備機
  構等、関係機関相互の情報共有
  による輸出に取り組む事業者へ
  の切れ目のない支援」

18 元気４
（１）

海外
展開

・企業が海外への販路拡大に乗り出す際に、実際に海外で売れるのかを判別してもら
　えるようなテストマーケティングの機会をつくることも重要だと思う。

・主な取組①に記載
「国・地域別のバイヤー商談会や
　テストマーケティング、海外展
　開経費への助成等、企業の海外
　展開の段階に応じたワンストッ
　プ支援」

19 元気４
（２）

外国人
との共生

・県民意識調査の結果で、国際交流の促進に関する県民の関心が低いことが気になっ
　ている。「外国人は何かとお世話が大変な存在」といった意識ではなく「多様な人
　がいることで社会がより豊かになる」というマインドセットを県民に促すような取
　組が必要ではないか。

・主な取組②に記載
「地域における外国人住民との交
　流の場づくりの促進」
「留学生による外国語教室の開催
　など多文化共生に向けた相互交
　流の促進」

20 元気４
（２）

外国人
との共生

・教育面では、拠点校の設置や日本語指導の制度改善など、小中学校での外国人児童
　生徒等教育の充実が必要

・主な取組②に記載
「外国人の児童生徒に対する小中
　学校等での日本語指導の充実」
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№ 項目 発言要旨 県の考え方
21 元気４

（２）

外国人
との共生

・バカロレア認定校は全国に207校あるが、大分県にはまだない。県民と外国人を切
  り分けるインターナショナルスクールではなく、本県のこどもたちとともに学ぶよ
  うな学校の設置ができないだろうか。

・国際バカロレアの導入について
　は、高度な英語運用能力を持つ
　英語科以外の教員の育成、確保
　等が特に課題となる。
・導入について引き続き研究を進
　めるとともに、英語以外の教科
　を英語で教えることができる教
　員の育成等を進めていく。

22 元気４
（２）

外国人
との共生

・外国人が県内で仕事をしていく場合、やはり自身のこどもの教育のことを考える。
　県内にインターナショナルスクールがなければ、長期間の仕事をしていくことは難
　しいと思う。

・インターナショナルスクールに
  ついては、令和元年に県庁内で
  検討を行い、都市部に比べ需要
  が少なく生徒数の確保が難しい
  などの課題が挙げられた。
・社会情勢の変化など現状をよく
  把握した上で、スクール設置の
  必要性について研究したい。

23 元気４
（２）

外国人
との共生

・外国人として今も大分県で暮らす人間として実感してきたのは、相談する窓口がな
　かったということ。外国人が疎外感や孤独に悩まないよう、気軽に相談できるよう
  な窓口を見える形で拡げていただきたいなという思いがある。

・主な取組②に記載
「外国人住民の生活の疑問や困り
　ごとに多言語で対応する相談体
　制の充実」

24 元気５
（１）

人づくり

・様々な10年後のビジョンを実現するためには、基盤としての人材確保が不可欠。
　10年後を見据えてどうやって今からその基盤をつくっていくのか、人材確保は激し
　い地域間競争、海外にさえ持って行かれる厳しい時代を迎えつつある。全分野共通
　の課題として先手を打っていくことが大事

・目指す姿に記載
「年齢や性別、国籍、障がいの有
　無などにかかわらず、あらゆる
　産業で多様な人材がいきいきと
　活躍している」

25 元気５
（１）

人づくり

・就労人口の高齢化は避けられない。高齢であっても仕事を続けられるよう、アシス
　トロボット（重いものを運ぶ）やセンサー（視力低下の代わり）を導入してはどう
　か。また、そうした設備のメンテナンスなどの人材も育てていけば、産業振興を支
　える人材育成にも繋がっていくことが期待できる。

・安心４（３）主な取組②に記載
「ノーリフティングケアの普及促
　進、介護ロボットの導入、ＩＣ
　Ｔを活用した業務効率化等によ
　る介護ＤＸの推進」

26 元気５
（１）

人づくり

・移住促進は、男性だけに焦点を当てるのではなく、パートナーやお子さんを含めて
　一家で来てもらうにはどうすればよいか等、家族全体に目を向けたサポートが重
　要。生活と仕事、環境というパッケージで見せれば、大分県はきっと選ばれる。

・未来創造２（１）目指す姿に
　記載
「温泉や自然等の豊かな資源、子
　育てしやすい環境、多様な企業
　の立地など本県の魅力が伝わり
　移住を希望する人が数多く大分
　県を選んで暮らしている」
・未来創造２（１）主な取組①に
　記載
「dot.を利用する女性や若者、首
　都圏の若者や子育て世帯など、
　エリアごとの傾向を踏まえた移
　住フェア等の実施」
「移住・交流ポータルサイト、Ｓ
　ＮＳ等を活用した情報発信」

27 元気５
（２）

女性
活躍

・中国や香港では、結婚や出産を機に仕事を辞める女性は非常に少ない。これは、女
　性が自身のキャリアや仕事に誇りを持っているためだと感じている。日本の女性も
　今後はそういうステージに進むべきであり、女性が自身のキャリアや仕事に誇りを
　持てるような研修や育成プログラムも必要と考える。

・主な取組①に記載
「産学官連携によるスキルアップ
　研修など、女性の継続就労やキ
　ャリアアップへの支援」

28 元気５
（２）

女性
活躍

・女性活躍の実現のためには、女性の応援だけでなく、こども・子育て支援や教育の
　充実など、他分野の政策・施策との連携が重要。横串にそして深く、分野横断的に
　取り組んでいきたいと考えている。

・主な取組②に記載
「男女が共に家事、子育て等に参
　画する社会環境づくりや企業等
　に対する意識啓発の充実」等

29 元気６
（１）

芸術
文化

・大分県は外国人住民率が高く、留学生も多いが、そういう特徴が活かされているか
　というと、そうでもないような気がしている。

・元気４（２）主な取組②に記載
「留学生による外国語教室の開催
　など多文化共生に向けた相互交
　流の促進」

30 元気６
（１）

芸術
文化

・福岡にある総合図書館の絵本コーナーには、様々な国の絵本が置いてある。言葉は
　分からなくても、色彩、絵本のサイズなどが国によって全然違う。10年後の大分県
　を考えたとき、「わが町に来る外国人が１人１冊ずつ自分の国の絵本を持ち寄れば
　国際的な絵本図書館ができるのではないか。小中学校に貸し出したり、移動図書館
　もできるかも。」そんなことを想像している。

・元気４（２）主な取組②に記載
「留学生による外国語教室の開催
　など多文化共生に向けた相互交
　流の促進」

№ 項目 発言要旨 県の考え方
31 元気６

（１）

芸術
文化

・自社が主催するイベントに地元の中学・高校の吹奏楽部をお招きし、演奏してもら
　ったが、学生の発表の場を確保する観点からもこうした活動は今後も進めていきた
　い。観光事業者として芸術文化との連携に取り組んでいきたい。

・主な取組②に記載
「芸術文化団体や地域団体が実施
　する展示会等への支援」
「地域の芸術家を起用した県内各
　地域でのコンサートやアートイ
　べント等の開催」

32 元気６
（２）

芸術
文化

・大分のブランド力を高めるという点で、「ユネスコ創造都市ネットワーク年次総
　会」の臼杵市への誘致やＯＰＡＭ開館15周年を記念した「大分カルチャーエキス
　ポ」の開催などの取組について、これらは大分経済同友会の提言書のロードマップ
　にも書かれてあることだが、ぜひ新長計の取組に盛り込んでほしい。

・元気３（２）主な取組①に記載
「豊かな食材や質の高い地酒、焼
　酎、ワインなどを活用したガス
　トロノミーツーリズムの推進」
・元気６（２）主な取組①に記載
「県内各地の文化資源を活用した
　カルチャーツーリズムの推進」

33 元気７
（１）

スポーツ

・国体に出場するアスリートは、大分で生まれ、大分の選手として出場することに誇
　りを感じている。こうした人材が、10年後の目指す姿の②の「高度な専門知識や指
　導技術を有する指導者」として、県内の次代のアスリートを育てていくことが大事

・主な取組④に記載
「ジュニア期からの一貫指導体制
　の確立」
・主な取組④に記載
「県内のスポーツ指導者に対する
　指導実績に応じた専門知識や指
　導技術を学ぶ機会の充実」
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日時：令和5年9月6日(水) 11:00～12:15 　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場所：レンブラントホテル大分 2階 久住の間

№ 項目 発言要旨 県の考え方
1 未来

創造１
（１）

交通

・東九州自動車道４車線化、中九州横断道路や中津日田道路等の整備促進について
　は、全面的に賛同する。とりわけ、中九州横断道路は早急な整備が必要と考える。
　ＴＳＭＣの立地で湧きたつ熊本県での経済活性化が隣県の大分県に波及するか否か
　は、ひとえに中九州横断道路の早急な整備如何である。

・主な取組①に記載
「東九州自動車道の４車線化、中
　九州横断道路や中津日田道路な
　ど高規格道路の早期完成に向け
　た整備の推進」

2 未来
創造１
（１）

交通

・豊後伊予連絡道路など新たな国土軸の形成等については、県民の理解が不可欠であ
　る。今後は、若い人たちを巻き込んだ民主導型のフォーラムやシンポジウムを活発
　に実施することで県民世論の醸成が必要と考える。

・主な取組①に記載
「シンポジウムの開催等による県
　民の理解促進・機運醸成」
「構想実現に向けた県民の理解促
　進や関係県との連携等による機
　運醸成」

3 未来
創造１
（１）

交通

・物流面では、東九州道の片側１車線の区間は狭く走りづらく、制限速度も70キロ区
　間が多いため、南九州からのトラック輸送が、片側２車線で制限速度80キロの九州
　自動車道を介した福岡経由の陸送や、門司からのフェリールートに流れている。
・無料の中九州横断道路については、新たな九州の物流の大動脈に間違いなくなるた
　め、物流や経済活性化に向けて、完成時期を早めることは不可欠である。

・主な取組①に記載
「東九州自動車道の４車線化、中
　九州横断道路や中津日田道路な
　ど高規格道路の早期完成に向け
　た整備の推進」

4 未来
創造１
（１）

交通

・東九州自動車道の４車線化や中九州横断道路の整備促進については、早急に進める
　べきである。

・主な取組①に記載
「東九州自動車道の４車線化、中
　九州横断道路や中津日田道路な
　ど高規格道路の早期完成に向け
　た整備の推進」

5 未来
創造１
（１）

交通

・「10年後の目指す姿」や「現状と課題」については、時系列や施策の優先順位等を
　勘案して並び順を整理すべきである。
・自動運転については、先行して取組を進めている大分市との連携についても記載し
　ていただきたい。

・「目指す姿」と「現状と課題」
　について、順番の入れ替えなど
　体系的に整理
・自動運転については、大分市と
　連携を図りながら進めていく。

6 未来
創造１
（１）
（３）

交通

・今後マイカーのＥＶ普及が進むことから、特に中九州横断道路等の主要拠点でのＥ
　Ｖ充電設備の整備充実が課題になると考える。ＥＶの充電設備がないところは、県
　外の観光客からも敬遠されると思うので、対策が必要である。

・安心２（１）主な取組①に記載
「公共交通のＥＶシフトや充電ス
　テーションの拡充などによる電
　動車の普及促進」

7 未来
創造１
（２）

交通

・先月、北欧４か国のフェリー会社を視察したが、旅客サービスは10年先を行き、ど
　の航路も大変人気があり、海上輸送が重宝されていた。物流面においても、鉄道と
　連結したレール＆シップの輸送体制が充実しており、船が欠くことのできない輸送
　手段として定着していた。
・豊後伊予連絡道路が開通した場合、直下のフェリー航路は廃業する可能性がある。
　モーダルシフトの担い手であり、トラックドライバー不足の解消にも資する船会社
　との対話を行いながら、共存・共栄できる仕組みを検討していただきたい。

・主な取組②に記載
「選ばれる港」の形成による利用
　促進の各取組により、フェリー
　の利用促進を図っていくととも
　に、豊後伊予連絡道路について
　は、ニーズ把握や課題検証を行
　う。

8 未来
創造１
（２）

交通

・豊後伊予連絡道路の開通や東九州新幹線と四国新幹線が繋がった場合に、フェリー
　利用者は減ると思うので、四国との連携を道路等でアピールするのであれば、海上
　交通についてはトーンダウンするなど、メリハリを付けることも必要ではないか。

・主な取組②に記載
　豊予海峡ルート構想は長期的な
　取組であることから、喫緊の課
　題である2024年問題などに対応
　するため、海上交通についても
「選ばれる港」の形成による利用
　促進により、しっかりと取組を
　進める必要があると考える。

9 未来
創造１
（２）

交通

・フェリーターミナルの再編について、別府港をにぎわい溢れる港へ整備することが
　重要であると考える。周辺のバス停について分かりやすく周知するなど、二次交通
　の整理も課題である。

・主な取組②に記載
「別府港等における魅力的なフェ
　リーターミナルの再編、岸壁等
　の整備推進」
「乗り継ぎの利便性を高める二次
　交通の確保」

10 未来
創造１
（２）

交通

・現在、北九州空港を発着する国際貨物定期便が就航しているが、同様に大分空港を
　物流港として利活用する視点も持つべきではないか。

・他県の状況等も踏まえながら、
　今後、必要性等を検討してい
　く。

11 未来
創造１
（２）

交通

・大分空港の活用について、宇宙港に関する記載がないことに違和感を感じる。10年
　後に大分空港を活用した宇宙往還機ができるようになると、観光振興の面では非常
　に大きいキラーコンテンツになると考える。そういった観点からも10年後を考えて
　良いのではないか。

・主な取組①に記載
「ホーバークラフトや宇宙港への
　取組等を契機とした空港の魅力
　度向上・情報発信」

日時：令和５年11月６日(月)10:00～12:05
場所：トキハ会館 ５階 カトレアの間　　

大分県新長期総合計画策定県民会議　第２回未来創造部会　委員発言要旨 № 項目 発言要旨 県の考え方
12 未来

創造１
（３）

交通

・10年後には、次世代空モビリティが都市部の一部において実用化されている可能性
　がある。そのため、本施策でも、次世代空モビリティについて少し道筋を描いてお
　く必要があるのではないか。
・例えば、eVTOLの活用により、近距離の移動サービスが提供できれば、都市部の渋
　滞解消につながるのはもちろんのこと、CO2の排出削減にも寄与するため、持続可
　能な交通ネットワークが形成されると思われる。目指す姿を実現するために必要な
　取組に、これらの表現を組み入れることを提案する。

・目指す姿を修正
「自動運転や次世代空モビリティ
　などの新たな移動手段、MaaSの
　ような利便性の高い移動サービ
　スの導入・開発が進んでいる」
・主な取組③に記載
「次世代空モビリティの実装に向
　けた技術開発・サービス開発等
　への支援」

13 未来
創造１
（３）

交通

・県民意識調査や高校生アンケートについて、広域交通網だけでなく、バス等の生活
　交通をしっかりしてほしいという声が多いことに着目すべきである。
・地域の公共交通をもっと大事にすべき。県の地域公共交通計画の要素も入っていな
　いため、大きな話だけでなく足下を固めることをしっかり記載していただきたい。
　また、デマンドタクシーやライドシェアの話の前に、まずは、交通事業者の人員確
　保や公共交通の利用者を増やすなどの内容を記載すべきではないか。

・目指す姿を追加
「バス・タクシー等の乗務員や利
　用者が確保できており、地域の
　公共交通サービスが維持されて
　いる。」
・主な取組③に記載
「公共交通事業者が取り組む運転
　手の確保対策・労働環境改善へ
　の支援」
「環境負荷の軽減や交通渋滞の緩
　和など、多面的な機能の周知・
　啓発による乗合バスの需要喚
　起」

14 未来
創造１
（３）

交通

・「10年後の目指す姿」について、夢がない、イメージが湧かない部分がある。交通
　ネットワークの部分だと、大阪・関西万博で空飛ぶクルマが人を運ぶようになる
　中、今でいう先端技術が10年後にはもっと普通になっていると考える。そうした観
　点から、空飛ぶクルマやドローンなど先端技術の活用を盛り込み、10年後の姿をイ
　メージしても良いのではないか。

・目指す姿を修正
「自動運転や次世代空モビリティ
　などの新たな移動手段、MaaSの
　ような利便性の高い移動サービ
　スの導入・開発が進んでいる」

15 未来
創造１
（４）

企業
立地

・企業誘致が重要である一方、地場企業に対する支援において、労働集約型の企業は
　設備投資の割合が大きくないため、支援要件を満たさないケースが多い。前向きな
　投資であれば規模等にかかわらず、支援が受けられる体制づくりをお願いしたい。

・主な取組③に記載
「産業集積が進んでいる半導体や
　自動車関連企業等が取り組む、
　技術力向上や人材の確保・育
　成、設備投資等の支援」

16 未来
創造１
（４）

企業
立地

・工業適地の確保については、半導体をはじめとする企業が投資のタイミングを逸し
　ないよう、周辺道路の整備や造成を急ぐべきである。また、自治体が所有する工業
　用地をまとめて分かりやすく情報提供することも重要である。

・主な取組②に記載
「市町村等が行う新たな産業団地
　整備への支援強化」
・工業用地の情報提供について
　は、現在、県内で新たに紹介で
　きる用地のリストアップに取り
　組んでいる。

17 未来
創造２
（１）

移住
定住

・テレワークの活用は、移住のみならず定住や再就職にも有効だという視点を持って
　いただきたい。企業のテレワーカー活用を促進し、雇用の受け皿づくりを進めるべ
　きである。そのためには、テレワークによる働き方そのものを効率的なものにする
　とともに、スキルや人間関係がない状態からでも、仲間意識や愛社精神を持ちなが
　ら働ける仕組みに進化させなければならない。
・テレワークを活用して、大分に住みながら東京の会社に就職できる姿が実現すれ
　ば、若者が持つ「大分への愛着」と「都会への憧れ」を両立できるのではないか。

・主な取組③に記載
「地域に居住しながら首都圏の企
　業等で働けるテレワーカーのマ
　ッチング支援」

18 未来
創造２
（１）

移住
定住

・大分は暮らしやすく働きやすい、とても良いところだということをもっと発信して
　はどうか。特に、人口減少が顕著な20～39歳の若年層や高校生、大学生に向けて発
　信する必要があると考える。
・個人的には、都会と比べ生活費が格段に安く、給料がそんなに高くなくても生活水
　準が高いのが大分の特長だと思っている。また、通勤ラッシュなど都会で感じるよ
　うなストレスがほぼなく、ＱＯＬが非常に高い。その上で、やりがいのある仕事が
　たくさんある。子育てにも不満はなく、病院の体制も問題ないと思っている。
　このような魅力があまり移住者に知られていない、届いていないと思う。

・主な取組①に記載
「移住・交流ポータルサイト、
　ＳＮＳ等を活用した情報発信
　（大分ならではの魅力、先輩移
　住者の大分暮らしの様子等）」

19 未来
創造２
（１）

移住
定住

・ここ数年、県外のスタートアップの企業が大分県を選んで二拠点で活動する事例が
　増えていると感じる。特に、女性が大分の住みやすさを感じてくれているようだ。
　競争相手が多い関東・関西に比べ、大分であれば成長しやすいという側面もある。
・進出したスタートアップは、関東・関西の情報を県内の起業家に還元してくれるた
　め、コミュニティの意識や視座も高くなる。誘致に力を入れていただきたい。

・元気２（１）主な取組②に記載
「新規事業創出を伴走支援するプ
　ログラムの実施」
「先輩起業家や経営者らとスター
　トアップが交わる場の創出によ
　るスタートアップエコシステム
　の構築」

20 未来
創造２
（１）

移住
定住

・人材確保の観点では、高校生や大学生がどれだけ県内で就職してくれるかが鍵を握
　る。県内の学生の定着や、他県から大分県に学びに来てそのまま就職していただく
　ためには、希望する職種の学問について学べる機会の確保が重要である。

・５（５）主な取組②に記載
「県立大学等の魅力づくり」とし
　て、看護科学大学、芸術文化短
　期大学、工科短期大学校、農業
　大学校による学びの提供
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№ 項目 発言要旨 県の考え方
21 未来

創造２
（２）

ｺﾐｭﾆﾃｨ
づくり

・「住み慣れた地域で住み続けたい」という住民ニーズを踏まえながらも、利便性の
　向上等の観点から都市の中心部に誘導することも検討すべきかという論点が投げか
　けられているが、非常に難しい論点だと思っている。
・経済的な観点だけをみると、インフラの整備や公共サービス等の維持は切り捨てら
　れがちだが、なんとか地域が存続するかたちを模索していただきたい。相反する視
　点をいかにバランスをとってまとめていくかが重要である。

・主な取組①に記載
「ﾈｯﾄﾜｰｸ･ｺﾐｭﾆﾃｨの担い手育成や
　活動拠点整備などの運営基盤づ
　くり、自主財源の確保など、持
　続的な運営に向けた支援」
「担い手不足に対応したネットワ
　ークの広域化や連携の推進」

22 未来
創造３
（１）

ｶｰﾎﾞﾝ
ﾆｭｰﾄﾗﾙ

・カーボンニュートラルの推進は、大分県が持つ森林をはじめとする資源の価値が大
　きく見直され、地域にお金が落ちる、新たな雇用が生まれる可能性を秘めている。
・環境と経済の両立をできるだけ打ち出して、地域の若者等に新たな仕事を生み出す
　べきである。また、ドローンを駆使した森林の資源量・吸収源の把握については、
　大分県がリードする部分だと思うので、「環境先進県」の旗印の下、引き続き進め
　ていただきたい。

・主な取組③に記載
　Ｊ－クレジット制度の普及に向
　けた取組をはじめ、環境対策を
　ビジネスチャンスにつなげるた
　めの取組を進めていく。

23 未来
創造３
（１）

ｶｰﾎﾞﾝ
ﾆｭｰﾄﾗﾙ

・温室効果ガスの排出抑制に、公共交通を利用する、自家用車から転換するという観
　点を追加いただきたい。物流のモーダルシフト等も温室効果ガスの排出削減に寄与
　するので、そういった観点も含めて幅広に展開すべきである。

・主な取組①に記載
「環境性能の高い住宅や太陽光発
　電設備の導入、公共交通機関の
　利用促進・ＥＶシフトなど、家
　庭・事業所等における省エネ・
　再エネの導入支援」

24 未来
創造３
（１）

ｶｰﾎﾞﾝ
ﾆｭｰﾄﾗﾙ

・環境先進県を目指すという視点に強く賛同するとともに、それがブランド力の向上
　につながる考える。県民意識調査や高校生アンケートでも、環境が良いという点は
　非常に強い支持をいただいており、大きな魅力になっていると認識している。
・現在、生物多様性条約の中でもネイチャーポジティブの取組が強化されており、企
　業においても取組が求められている状況にある。自然豊かな大分県において、生物
　多様性の増加を見据えたかたちで取組を進め、県民の生活環境の改善とともに、産
　業分野でも新たなビジネスチャンスにつなげることが重要である。

・主な取組③に記載
「環境対策をビジネスチャンスに
　つなげるための取組」
・安心２（３）主な取組①に記載
「生物多様性の保全・回復の推
　進」

25 未来
創造３
（２）

ｶｰﾎﾞﾝ
ﾆｭｰﾄﾗﾙ

・今後のトランジションを見据えたときに、新たなビジネスと既存ビジネスとの連携
　がポイントになってくる。そうした視点で行政のサポートをいただきたい。
・経済と環境の両立という観点では、カーボンニュートラルという新たな価値観を県
　民に広く意識付けし、啓蒙していく必要がある。コストがかかるカーボンニュート
　ラルの需要を喚起し、企業はその需要を取り込んで供給していくといった好循環を
　生み出すことが重要である。

・主な取組①と②に記載
「ＧＸの挑戦による「経済と環境
　の好循環」の創出」
「大分県版水素サプライチェーン
　の構築」

26 未来
創造４
（１）

ＤＸ

・日本は一人当たりＧＤＰが世界12位であり、労働生産性が低い。従来の仕事の仕組
　みのままでは、いくら人を呼び込んでも人手が足りなくなる。自動化により生産性
　や付加価値を高めながら、県経済を発展させていくことが重要である。

・主な取組①に記載
「データに基づく経営変革や業務
　の効率化、デジタル人材の育成
　等に取り組む事業者支援、県内
　商工団体等と連携した伴走支援
　の展開」

27 未来
創造４
（１）

ＤＸ

・県内企業では、ＤＸに必要な社内のネットワーク環境があまり整備されていない。
　企業がＤＸの恩恵を受けることができるよう、今後は、公共のデジタルインフラの
　みならず、企業の社内インフラの整備に向けたきめ細かな支援が必要と考える。

・主な取組③に記載
「会計・決済ソフトをはじめとし
　たクラウドサービスの活用な
　ど、企業のデジタル基盤整備に
　向けた支援」

28 未来
創造５
（１）

教育

・教員数が減少する中で、どの地域に住んでいても、こどもが希望する教育を受けら
　れる環境づくりが一層重要となる。こどもの数が少なくなっていくからこそ、こど
　もの学びの機会を確保し、大切に育てていかなければならない。

・主な取組⑤に記載
「遠隔配信等次世代型の教育シス
　テムの構築による生徒の適性や
　興味・関心等に応じた多様な学
　びの機会の充実」

29 未来
創造５
（２）

教育

・プログラミング教育は、論理的思考を身につける上でも重要である。大分県の小学
　生プログラマーは、全国５千人以上の中から３年連続でトップ10に選出されるな
　ど、着実に実績があがっている。
・大分県の未来を担うこどもたちには、自分の考えたことを相手にしっかりと伝える
　力を身につけてほしい。技術的なインプットだけではなく、自分がどのように考え
　てプログラムを作ったかなどを発表する場を創出していくべきではないか。

・主な取組①に記載
「民間企業等と連携した学校外で
　の学びの機会、プレゼンテー
　ションコンテストなど、児童生
　徒が切磋琢磨し能力を伸長する
　機会の充実」

30 未来
創造５
（２）

教育

・教育分野では、本県の多文化共生の特長を活かせていないと感じる。大分にはAPU
　があり、世界100カ国以上の方が本県で生活している。そうした大分県ならではの
　強みを教育分野に活かすことで、こどものグローバルな視点で物事を見る力が育成
　されるのではないかと考える。

・主な取組②に記載
「ＡＬＴや県内大学在籍の留学生
　を活用した異文化理解等による
　多様性を受け入れ、協働する力
　の育成」

31 未来
創造５
（２）

教育

・県内では、多文化に触れる機会がありながら、海外と関わる仕事に就いてみたいと
　思うこどもが少ない状況にある。大分で育つこどもが、世界に目を向けて、大分に
　居ながら海外との仕事ができる環境を創出することも大事。そうしたロールモデル
　を見せていくことが必要ではないか。

・主な取組②に記載
「グローバルリーダー育成塾の開
　催など、こどもたちがグローバ
　ル人材に触れる機会の充実」

32 未来
創造５
（２）

教育

・世の中が変化する中で、進路指導のあり方も変わる必要があると思う。大分に残り
　たいというこどもに対する県内大学への進学指導など、こどもが希望する進路に寄
　り添い、サポートする観点が重要である。優秀な人材が大分に残り、大分県を盛り
　上げていこうという目標のもと、若い世代を育てていく視点も大事だと考える。

・主な取組③に記載
「社会見学（小学校）、職場体験
　（中学校）、インターンシップ
　（高等学校）など、各学校段階
　に応じたキャリア教育の推進」

№ 項目 発言要旨 県の考え方
33 未来

創造５
(３)

教育

・遠隔授業などＩＣＴを活用した学校現場の取組を進めるためには、現状の教職員で
　は対応が難しいことから、教員の人材育成が必要である。

・５（４）主な取組②に記載
「教職員研修、広域人事異動、教
　職員評価システムなどを通じた
　人材育成の推進」

34 未来
創造５
（３）

教育

・自身が経営する会社の採用面接で、「こどもが発達障がいの診断を受けたので療育
　のために月に１回会社を休む必要がある」といった相談が増えている。
・発達障がいの診断を受けたこどもは、予算や人員の都合により、学校で十分な支援
　が受けられない現状もあると聞くので、合理的な配慮を受けられる体制づくりをお
　願いしたい。

・５（１）主な取組⑥に記載
「障がいのあるこどもたちのニー
　ズに応じた多様な学びの場の充
　実・整備」

35 未来
創造５
（３）

教育

・不登校のこどもが増加している中、10年後の姿としては、不登校のこどもが減って
　いるべきである。不登校の要因は様々だが、その要因をしっかりと掘り下げ、安心
　して学校教育が受けられる環境をつくっていくことを明確に打ち出すべきである。
・県立高校では別室で授業が受けられる環境が整っていないと聞くので、そうした方
　策も含め、まだまだ打てる策があるのではないかと思う。

・主な取組①に記載
「校内教育支援ルームやスタディ
　サポートクラブ（補充学習教
　室）での学習、ＩＣＴを活用し
　た家庭学習など、不登校児童生
　徒の個に応じた効果的な支援の
　充実」

36 未来
創造５
（５）

教育

・県内大学への進学を促進するには、小・中・高それぞれの課程で、こどもが大分の
　良さを知る機会を増やすべきではないか。また、地域の人との交流により、大分の
　良さを知ることもあると思うので、地域コミュニティの中でこどもを育てていく観
　点を持ちながら、小学校から大学までの各機関が連携することも必要だと考える。

・５（２）主な取組③に記載
「社会見学（小学校）、職場体験
　（中学校）、インターンシップ
　（高等学校）など、各学校段階
　に応じたキャリア教育の推進」
・５（５）主な取組①に記載
「小学生向けプログラミング体験
　や中高生向け協働探究学習等の
　実施による大学の認知度向上」

37 未来
創造５
（５）

教育

・児童数が減少する中で、こどもだけでなく、多様な方々に学びの機会を提供するリ
　カレント教育が重要になってくる。技術の進歩や産業の発展、交通の発展など様々
　な分野との関連を見据えていきながら、あらゆる世代に多様な学びの機会を提供す
　る施策が必要ではないか。

・主な取組①に記載
「デジタル分野などニーズに合致
　したリカレント教育の推進」

38 未来
創造５

教育

・教育について、少し短期的な取組になっている印象を受ける。技術革新や社会環境
　の変化を見据え、「10年後のこどもたちがどういう世界に生きているのか」を想定
　するなど、長期的な視点が必要ではないかと考える。

・長期的な視点を持ちながら、各
　種取組を整理

82



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日時：令和5年9月6日(水) 11:00～12:15 　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場所：レンブラントホテル大分 2階 久住の間

№ 項目 発言要旨 県の考え方
1 安心１

（１）

防災

・復興の進め方を平時から考えておくことも大事だと思う。
・東日本大震災からの復興状況を見ると地域差が大きい。どういう手順で復興住宅を
　建てて、何年で復興していくのかなど、平時から復興への備えをしていたところが
　結果として取りかかりも早かった。目指す姿で表現することは難しいかもしれない
　が、たとえ大災害が起きても復興に向けて県として準備ができているということが
　見えると、県民は安心できると思う。

・主な取組③に記載
「事前復興まちづくり計画の策定
　に取り組む市町村への支援」

2 安心４
（３）

介護

・介護のみならず福祉業界全般が人材不足に最も頭を悩ませている。これは当面、構
　造的課題として続くであろうが、だからこそ目指す姿に「必要な介護人材を確保で
　きている」と書き込むなど、県の覚悟を示してはどうかと考えている。

・目指す姿を追加
「ＩＣＴの活用など介護現場の革
　新により、働きやすい職場環境
　が実現し、幅広い人材が参入す
　ることで、必要な介護人材が確
　保されている」

3 安心５
（２）

障がい
者

・障がいのある方も人の役に立っている、頼られている、知識や経験が活かされてい
　るなど、たとえ重度障がいの方であっても周りの人の支えになっていることがたく
　さんある。そういうこともしっかり描いておくと、何か明るい10年後が見えてくる
　ようでよいのではないかと思う。

・目指す姿を修正
「障がい者が支援を受けるだけで
　なく、社会の対等な構成員とし
　て自らの決定に基づき、芸術文
　化やスポーツなど社会のあらゆ
　る活動に参画し、いきいきと活
　躍している」

4 安心５
（２）

障がい
者

・施策名が、障がい者「雇用率」日本一から「活躍」日本一に変わったが、活躍とい
　うのはどういった指標で評価することになるのか。

・障がい者雇用率だけでなく、福
　祉的就労、地域生活、芸術文化
　やスポーツなどの社会活動を含
　む幅広い視点から指標を検討す
　る。

5 安心６
（３）

NPO

・地域課題はその時々で様々なものが出てくる。時代が進めば、その時の新しい課題
　が出てくる。したがって、目指す姿は「地域課題が解決されている」と言い切るの
　ではなく「地域課題を適切に解決できる体制ができている」や「迅速に対応できて
　いる」など、そういった書きぶりにしてはどうか。

・目指す姿を修正
「ＮＰＯ（ＮＰＯ法人やボランティ
　ア団体等）と企業など多様な主
　体との連携・協働により、地域
　課題を適切に解決できる体制が
　できている」

6 安心６
（３）

NPO

・ＮＰＯとボランティアが並列で書かれていることに違和感を感じる。ＮＰＯがボラ
　ンティアで運営されていると誤解を与えないか。ＮＰＯは決してボランティアでで
　きるものではないので、併記することの是非を検討いただきたい。
・また、ＮＰＯはあくまで協働の対象であって支援の対象ではないのではないか。そ
　のあたりも含めて検討いただきたい。

・施策名を修正
「ＮＰＯとの協働の推進と支援」

7 安心７
（１）

防犯

・「加害者ゼロ」は残念ながら実現可能性が著しく低いと思う。
・むしろ犯罪抑止や被害者保護など、傾向と対策を分析しながら、具体的にできるこ
　とを実施するほうが県民の安全・安心な暮らしにつながると思う。

・主な取組①に記載
「安全・安心なまちづくりの推進」
・主な取組③に記載
「犯罪被害者等の支援施策の推進」

8 元気１
（１）

農業

・農業分野も後継者不足や担い手不足に苦しんでいる。また、物価上昇の影響も厳し
　い。物流の2024年問題では大消費地である東京への農産物輸送が困難になることを
　心配している。
・こうした中で何をやるべきかを考えた時に、県民が消費するものを県内で作る「県
　産県消」をやってみてはどうかと考えている。そのためには消費者の意識付けが大
　事になる。その上で「儲かる農業」とか「汚くない農業」とか、そういった話が出
　てくるのかなと思っている。

・主な取組③に記載
「県産県消の推進とＥＣ販売など
　流通の多様化への対応強化」

9 元気１
（１）

農業

・「儲かる農業」ではなく、どのように儲けるか、儲ける仕組みを自分たちで考えて
　経営していくことが大事だと思う。
・若者にとっては「きつくない、汚くない」ということよりも、儲かる仕組みの中で
　対価をしっかり得ることがむしろ大事で、そういう中ではたとえきつくても頑張れ
　るのではないかと思う。

・目指す姿に記載
「スマート技術の導入による効率
　化などにより、多様な人材が就
　農しやすい環境が整備され、若
　者や企業など力強い経営体が県
　農業を牽引している」

・主な取組①に記載
「極め、もうけて、次を呼ぶ担い
　手育成サイクルの確立」

10 元気1
（１）

農業

・大分県には全国に通用する魅力ある農産物がたくさんある。しかし、それらを全国
　に届ける流通・販売対策が十分でないと考えている。
・県産品に対する全国需要は確実にある。物流の2024年問題も間近に迫る中で、流
　通・販売対策の支援や生産者指導を急ぐ必要があると思う。

・主な取組③に記載
「県産県消の推進とＥＣ販売など
　流通の多様化への対応強化」

11 元気２
（1）
産業
振興

・大分県には、アトツギ甲子園で３年連続で決勝に進出し、最優秀賞を受賞した実績
　もある。こうした実績を県民にもっとアピールしてはどうか。アトツギ企業の活躍
　は県内企業の元気の源になると思う。

・主な取組②に記載
「アトツギ甲子園ファイナリスト
  によるプレゼンテーション」の
  写真を追加
「中小企業・小規模事業者の後継
　者（アトツギ）同士が切磋琢磨
　するコミュニティの形成支援」

　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　            場所：トキハ会館 ５階 ローズの間
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　            　　日時：令和５年11月15日(水)10:00～12:00

大分県新長期総合計画策定県民会議　第１回総合調整部会　委員発言要旨 № 項目 発言要旨 県の考え方
12 元気３

（１）

観光

・観光分野の２施策の10年後の目指す姿は実現可能だと思う。
・特定地域に集中していたインバウンドが全国津々浦々に分散する流れがある中で、
　大分県にはその恩恵を受ける大きなチャンスになっている。
・海外からの認知度はまだまだ途上かもしれないが、九州にはななつ星、大分県には
　車いすマラソンやアルゲリッチ音楽祭など、世界に発信できる魅力がすでにいろい
　ろある。しっかりアピールしていくことで目指す姿は実現できると思う。

・主な取組①に記載
「国や地域ごとのニーズを踏まえ
　た高付加価値コンテンツの充実
　によるインバウンドの促進」

13 元気３
（１）

観光

・別府、湯布院に来る観光客をいかにして県内全域につなげていくかが大事。県内回
　遊を促進する施策に集中的に打って出ることが必要。
・来年はデスティネーションキャンペーンもある。大分県の魅力を広く知っていただ
　くことで、それが県内に住んでいる人々の自信や誇りにもつながっていくと思う。

・主な取組①に記載
「県内周遊の促進に向けた別府、
　湯布院に次ぐ誘客拠点の創出と
　空港や駅から観光地までのアク
　セス向上を含めた商品造成」

14 元気３
（１）
観光

・大分県は全国的にも芸術文化の振興に力を入れているという新聞記事を見た。大分
　県が芸術文化の面でも全国的に有数ということであるならば、これは関係人口だけ
　でなく定住人口の増加にもつながっていくポテンシャルになると思う。

・元気６（１）主な取組①に記載
「大分が育んだ作家の絵画や文学
　作品等の紹介とあわせた本県の
　歴史や文化、芸術的風土などの
　情報発信」

15 元気３
（２）

観光

・「住んでよし訪れてよし」という施策名は、まさにこの言葉しかないと思う。住ん
　でいる人々が自信を持っている街には、国内のみならず世界の人々も憧れる。
・いかにして県民と共に住みよい街、持続可能な街をつくっていくのか、この視点に
　立って描く姿がまさに10年後に目指す観光地域の姿だと思う。

・目指す姿に記載
「地域の文化・環境保全と観光振
　興が両立し、地域住民と観光客
　双方にとって満足度の高い観光
　地域づくりが進んでいる」

16 元気４
（１）

海外

・海外展開の際には、時間をかけた人と人との交流が大事になる。
・アメリカやヨーロッパ、東南アジアなどの海外に、人と人をつなぐような大分県の
　拠点があれば、海外の人が大分県をどのように見ているのかということもよく見え
　てくる。そういう10年後になっていればと思う。

・主な取組①に記載
「留学生ＯＢ・ＯＧや海外県人会
　等と連携した海外ネットワーク
　の拡大」
「商社や貿易アドバイザー、上海
　事務所等のネットワークを活用
　した営業力の強化」

17 元気５
（１）

人づく
り

・インドネシアの大学には、外国で１年間働くことで単位認定されるインターン制度
　があり、国を挙げて取り組んでいる。日本のホテル業界で働いてみたいという声が
　多いようだ。
・外国人材の確保に向けては、日本人と一緒に暮らせる環境整備ももちろん大事だ
　が、送出国の状況調査や誘致活動をしっかり行うことも重要となる。

・主な取組①に記載
「外国人材が安心して働くことが
　できる環境等の整備、外国人材
　に向けた情報発信」
・元気４（２）主な取組①に記載
「市町村や関係機関と連携した適
　正かつ円滑な受入れ」

18 元気５
（１）

人づく
り

・テレワークの浸透により、通勤がネックになっていた障がい者の方々にとっても働
　きやすい環境が整ってきている。
・安心分野でも、障がい者がいきいきと活躍できる環境づくりに取り組むことが示さ
　れていたが、元気分野でも、目指す姿に「障がいの有無にかかわらず」という言葉
　を盛り込んではどうか。

・目指す姿を修正
「年齢や性別、国籍、障がいの有
　無などにかかわらず、あらゆる
　産業で多様な人材がいきいきと
　活躍している」

19 元気６
（１）
芸術
文化

・「障がい者が芸術文化活動を通じていきいきと活躍している」という視点ももちろ
　ん大事だが、10年後を見据えるなら「芸術文化が障がい者の職業として成り立ち、
　生活できている」という姿も描いたほうがいいのではないか。

・元気６（２）主な取組①に記載
「障がい者アーティストの作品の
　商品化に向けた支援」

20 元気７
（１）

スポー
ツ

・「障がい者が気軽に楽しみながらスポーツに参加している」姿を描くこと自体はい
　いと思う。
・一方で、計画全体の基本目標には「誰もが活躍」と書かれており、この「誰もが」
　には、障がい者や高齢者などあらゆる人が含まれる。そうした中で改めてこの施策
　の目指す姿を読み返すと、例えば３つ目の目指す姿（国際スポーツ大会で活躍）に
　は障がい者が含まれていないように読めてしまう。障がい者を特別視するような、
　誤解を生みかねない表現になっているので、そこは書きぶりを工夫してほしい。

・目指す姿を修正
「年齢や性別、障がいの有無など
　にかかわらず、誰もがそれぞれ
　のライフステージに応じて、日
　常的にスポーツに親しみ健康で
　活力ある生活を営むことができ
　ている」

21 元気７
（１）
スポー

ツ

・今年の国体では、大分県出身ではないが大分県で働いている方が優勝した。大会で
　活躍する選手の姿を大分県出身者に限定する必要はないのではないかと思う。

・主な取組④に記載
「優秀選手に対する県内企業への
　就職支援など産業界との連携」

22 元気７
（２）

スポー
ツ

・大分国際車いすマラソン大会は、地域の元気づくりに資する一大イベント。これだ
　け県民ぐるみで応援し、地元の新聞やテレビも熱心に取り上げる大会は全国的にも
　珍しい。ぜひ県民に元気を与えるイベントとして車いすマラソンのことを書き加え
　てほしい。（政策７(２)）

・主な取組②に記載
「大分国際車いすマラソンなど国
　内外から多くのトップアスリー
　トが参加する大規模イベントの
　開催の継続・充実」

23 未来
創造１
（１）

交通

・未来創造部会で交通ネットワークに対する意見が多く出ていることから、ニーズが
　非常に高いと感じている。交通ネットワークはすべての基盤になるため、10年後の
　目指す姿を時系列で整理することも含めて、しっかりと組み立てる必要がある。

・「目指す姿」と「現状と課題」
　について、順番の入れ替えなど
　体系的に整理
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№ 項目 発言要旨 県の考え方
24 未来

創造１
（３）

交通

・「足下の公共交通についてしっかり記載すべきである」という未来創造部会の意見
　に賛同する。地域交通の10年後の目指す姿③には、まずは、既存の公共交通サービ
　スを維持し、接続性や組み合わせも含めて魅力を高めることを記載すべき。

・目指す姿を追加
「バス・タクシー等の乗務員や利
　用者が確保できており、地域の
　公共交通サービスが維持されて
　いる。」
・主な取組③に記載
「公共交通事業者が取り組む運転
　手の確保対策・労働環境改善へ
　の支援」
「環境負荷の軽減や交通渋滞の緩
　和など、多面的な機能の周知・
　啓発による乗合バスの需要喚
　起」

25 未来
創造１
（３）

交通

・デマンドタクシーについては、未来創造の政策２(２)「持続可能なコミュニティづ
　くりによる地域の未来への継承」に記載することも検討すべきと考える。

・２（２）主な取組②に記載
「先端技術を活用したサービスの
　効率化を図る優良事例の創出・
　横展開（自動運転バス、ＡＩを
　活用したﾃﾞﾏﾝﾄﾞﾀｸｼｰ等）」

26 未来
創造２
（１）

移住
定住

・テレワークは、大分と東京などの大都市間だけでなく、県内の中心部と地方の間で
　も効果を発揮する。湯布院はコロナ前から急激に人口が減り始めているが、テレ
　ワークを活用すれば、湯布院からでも大分市の仕事ができるのではないかと考えて
　いる。

・主な取組③に記載
「地域に居住しながら首都圏の企
　業等で働けるテレワーカーのマ
　ッチング支援」

27 未来
創造２
（１）

移住
定住

・教育においても、どの地域に住んでいても、こどもが希望する教育を受けられるこ
　とが大事になってくると思う。

・５（１）主な取組⑤に記載
「遠隔配信等次世代型の教育シス
　テムの構築による生徒の適性や
　興味・関心等に応じた多様な学
　びの機会の充実」

28 未来
創造２
（２）

ｺﾐｭﾆﾃｨ
づくり

・｢住み慣れた地域に住み続けたい｣という住民の思いは、今後も変わらないと思う。
　その思いを叶えるには、東九州自動車道や中九州横断道路をはじめ、社会インフラ
　をいかに充実させるかが鍵を握る。10年後にはＤＸ化をはじめ、ドローンやＩＣＴ
　等の活用で買い物弱者対策も一層進むだろう。これまでどおり、自然豊かな小規模
　集落で安心して暮らせる未来にしていきたいと思っている。
・一方で、社会インフラが充実している都市部へ人が集中するのは自然な流れだと思
　うが、都市部への誘導を推進するのであれば、全国のコンパクトシティの成功事例
　を研究する必要がある。必ずしも都市部に誘導するのではなく、都市部の資源を活
　用しやすい近郊で生活する選択肢を提供することも大事ではないか。

・１（１）主な取組①に記載
「東九州自動車道の４車線化、中
　九州横断道路や中津日田道路な
　ど高規格道路の早期完成に向け
　た整備の推進」
・２（２）主な取組①に記載
「ﾈｯﾄﾜｰｸ･ｺﾐｭﾆﾃｨの担い手育成や
　活動拠点整備などの運営基盤づ
　くり、自主財源の確保など、持
　続的な運営に向けた支援」
「人口減少社会に適応し、限られ
　た資源の集中的・効率的な利用
　を実現するコンパクトなまちづ
　くりの検討」

29 未来
創造３
（１）

ｶｰﾎﾞﾝ
ﾆｭｰﾄﾗﾙ

・観光分野でも、環境都市としてどのような魅力があるかが、世界の潮流となってい
　る。スウェーデンを含め北欧が憧れの地になっているのは、経済と環境がしっかり
　両立しているからである。大分県においても、その両立の重要性や価値観を観光事
　業者はもとより県民に対してしっかり啓発していくことが大事。
・カーボンニュートラルをはじめとした環境と経済の好循環が、自分たちの地域の誇
　りにもなり、県外の人からも評価される。そうすれば必ず10年後の目指す姿に近づ
　いていくと思っている。

・安心２「持続可能な環境づくり
　の推進｣や未来創造３｢大分県版
　カーボンニュートラルの推進」
　の各取組を推進することで、県
　民に対して、「環境先進県」と
　しての価値を発信していく。

30 未来
創造４
（１）

ＤＸ

・ＤＸは新たな価値を生み出したり、生産性を向上するものであり、文書のペーパー
　レス化はＤＸの手前のデジタル化である。働き方やサービスそのものを変革して稼
　ぐことが「トランスフォーメーション」だと思うので、言葉の使い方について検討
　いただきたい。

・主な取組①と③に記載
「データに基づく経営変革や業務
　の効率化、デジタル人材の育成
　等に取り組む事業者支援、県内
　商工団体等と連携した伴走支援
　の展開」
「会計・決済ソフトをはじめとし
　たクラウドサービスの活用な
　ど、企業のデジタル基盤整備に
　向けた支援」

31 未来
創造５
（３）

教育

・10年後の目指す姿について、プログラミング教育の充実が質の高い教育につながる
　という書きぶりに違和感を感じる。プログラミング教育は、施策(２)の「社会の変
　化に対応する教育の展開」に記載すべきではないか。

・目指す姿の４つ目を修正
「データやＡＩを活用した学びの
　個別最適化が図られ、こども一
　人ひとりの状況に応じた質の高
　い教育が提供されている。」
・５（２）主な取組①に記載
「ＩＣＴ端末の基本的な操作の習
　得やプログラミング的思考、情
　報モラルなど、情報活用能力の
　育成」

№ 項目 発言要旨 県の考え方
32 未来

創造５
（３）

教育

・プログラミング教育は、情報処理という名前で何十年も前から教科として取り組ま
　れており、目新しいことではない。どの地域に住んでいても、質の良い教育を等し
　く受けられる環境づくりのため、教職員の適正配置や働き方改革を市町村と一緒に
　取り組むことに力点を置くべきはないか。こども、保護者、地域の方が、学校に行
　くのが楽しい、学校に行ってみたいと思えるような学校づくりをしてほしい。

・５（４）主な取組②に記載
「教育課題の解決に向けて資質能
　力を十分に発揮できる適材適所
　の人事配置」
・５（４）主な取組①に記載
「コミュニティ・スクールと地域
　学校協働活動の一体的推進によ
　るこどもの体験活動の充実や地
　域活動の活性化」

33 未来
創造５
（３）

教育

・県内でも十分素晴らしい教育が受けられるということを、もっと県外の方にアピー
　ルすれば、教育面でも移住・定住を促進できるのではないかと思う。

・５（１）主な取組⑤に記載
「新時代に対応した学科再編や企
　業と連携した課題解決型学習の
　充実などによる魅力・特色ある
　学校づくりの推進」

34 未来
創造５
（３）

教育

・１人１台端末が普及し、こどもたちのデジタルスキルが向上する一方で、こどもが
　時間管理できないという問題も生じている。タブレットに夢中になりすぎると、視
　力や思考力、対人関係にも影響があるのではないか。タブレットの利点ばかりが強
　調されているので、弊害についても検証しながら取組を推進してほしい。

・安心６（１）主な取組②に記載
「プライバシーの侵害や誹謗中傷
　などインターネットやAIによる
　人権侵害への対応」
・５（２）主な取組①に記載
「ICT端末の基本的な操作の取得
　やプログラミング的思考、情報
　モラルなど、情報活用能力の育
　成」
　上記取組のほか、１人１台端末
　の適切な利用方法などを情報モ
　ラル教育内で引き続き行う。

35 未来
創造５

教育

・本年６月に決定された教育振興基本計画において、教育の分野においてもウェルビ
　ーイングの重要性が盛り込まれている。多様な個人それぞれが幸せや生きがいを感
　じるとともに、人との関係をより良くしたり、社会を良くするという広い幸福の概
　念であるが、大分県はウェルビーイングな生き方ができる非常に良い地域だと思う
　ので、記載を検討いただきたい。

・現在、「Well-being」は教育の
　分野だけでなく、国民全体が身
　体的・精神的・社会的に「良い
　状態」を表すなど、非常に幅広
　い概念で利用されている。
・教育に関連する「Well-being」
　の要素である児童生徒・教職員
　の心身の健康、学校・家庭・地
　域の連携などを主な取組に記載
　している。

36 施策
全般

・全体的にカタカナの専門用語が多い気がする。もう少し分かりやすい日本語で記載
　したほうが、より県民に伝わりやすくなるのではないかと思う。

・分かりやすい用語で記載した上
　で、あわせて注釈を挿入
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